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論 文 内 容 の 要 旨 









   １. ウィルス伝播強度とデング出血熱罹患率の関係解明 
   ２. 伝播強度を決定する社会経済的・気候学的要因の把握 
   ３. デング出血熱を減少させる介入手段の検討 
を目的として、巨視的検討を行った。 




速であった。にもかかわらず、バンコクでのデング出血熱罹患率は 1995 年以前は全国平均以下であったが、1995 年
以降、全国平均を上回っている。 
【93】






















目した mechanical model と、それを実データにリンクさせる statistical model がともに必要である。我々はセミパ
ラメトリック解析手法を用い、両 model の橋渡しを試みた。 
デング出血熱罹患率とウィルス伝播強度の非単調な関係を図式化 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 デングは蚊媒介性のウィルスであり、世界的増加を見せている。ある血清型のデング・ウィルスヘの抗体を有する
人が別の血清型に感染すると、デング出血熱を発症する危険が増加するとされる。本研究により、バンコクのウィル
ス伝播強度が近年、急激に減少してきているものの、バンコクでのデング出血熱罹患率が全国平均を上回るにいたっ
たことが判明した。また、蚊の多い地域ほど罹患率や死亡率が低かった。この矛盾は、次のように説明される。血清
型の間には交差免疫期間があることが知られている。伝播強度の高い地域では、短い間隔で次々とウィルスに感染す
るため、住民は、ほとんど常に交差免疫で保護されていることとなる。このためデング出血熱を発症することなく、
４つの血清型への終生免疫を獲得する。伝播強度が下がると感染間隔が伸び、交差保護免疫は弱まり、抗体がデング
出血熱発症促進に働く。このため、伝播強度が非常に高いとデング出血熱罹患率は、かえって減少する。本研究は、
治験中のワクチンもシミュレーションに組み込み、以下のような結論を得た。⑴伝播強度の高い地域で媒介蚊駆除だ
けを行ってはならない、⑵ワクチンが早急に必要である、⑶弱毒化ワクチン自体がデング出血熱の起因となりうるこ
とについての倫理的議論が必要である、⑷蚊の駆除はワクチン接種プログラム実施下においてのみ行うべきであり、
その場合、罹患率を一層減少させる効果がある。本研究は、世界的に大きな問題となっている疾病の増加原因を説明
するものであり、国際的意義も大きく、学位の授与に値すると考えられる。 
